
固定資産の減損とは、資産の収益性の低下により投資額

の回収が見込めなくなった状態である。減損処理とは、

そのような場合に、一定の条件の下で回収可能性を反映

させるように帳簿価格を減額する会計処理である。固定

資産の減損処理は、棚卸資産の評価減、固定資産の臨時

損失や耐用年数の短縮に伴う臨時償却などと同様に、事

業用資産の過大な帳簿価額を減額し、将来に損失を繰り

延べないために行われる会計処理である。

減損損失を認識すべきと判定された資産又は資産グルー

プについては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失として当期の損失とする。この場合

企業は、資産又は資産グループに対する投資を売却と使

用の何れかの手段で回収するため、売却による回収額で

ある正味売却価額と、使用による回収額である使用価値

の何れか高い方の金額が固定資産の回収可能額となる。

正味売却価額を算定する場合の時価とは、公正な評価額

で、通常は市場価額を指し、市場価額が観察できない場

合は合理的に算定された価額となる。使用価値は、資産

又は資産グループの継続的使用と使用後の処分によって

見込まれる将来キャッシュ・フローの現在価値をいう。
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